
1２月１７日に「病気になりにくいすまい～おうちで取り組
む脱炭素～」と題して第４回勉強会を行いました。
来場３３名、オンライン７名、計40名の参加となりました。

（仮称）
地域脱炭素を実現するための勉強会

第４回ふりかえり

令和７年２月発行

意見交換（内容は裏面参照）

地域の活動報告とこれまでの振り返り

講演「病気になりにくいすまい～おうちで取り組む脱炭素～」

松江第一中学校にて環境学習が行われました。

松江第一中学校で使用する電気は、すべて千葉県匝瑳市に
おいてソーラーシェアリング方式で発電された電気を使って
います。
このことをきっかけに地球温暖化や再生可能エネルギー

などについて環境学習が行われました。会場には、1年生の
生徒全員が取り組んだ作品の一部を展示しました。
クラス発表の様子 会場に展示した生徒の作品

千葉県匝瑳市ソーラーシェアリング見学バスツアー報告

ソーラーシェアリングとは、太陽
光発電をしながら営農することで
す。自然環境を維持しつつ、エコ
な電気を創ることが特徴で、収入
の増加による営農者の拡大や耕作
放棄地の再生が期待されています。

リノベーションコーディネーター協会理事長 瀧澤 佐江子氏

家族が幸せに暮らしていく
ためにどのような住まいが
良いかを考えていきましょう。

「病気になりにくい住まい」
にすることで、健康を守り、
省エネになり、結果として環
境に優しい住まいになります。

賃貸住宅でも断熱ブラインド
などの商品の活用で快適な住
まいに変えることができます。

住まいの正しい情報を知り、
ちょっとした工夫で高い費用
をかけなくても安心・安全で
過ごしやすい住まいに変えて
いくことができます。
（高齢の親の見守りにITを
活用する、DIYで断熱など）



脱炭素先行地域の実現のため

ア ン ケ ー ト に
ご 協 力 く だ さ い

①スマホのカメラを起動する

②上のQRコードを読み取る

③アンケートに答える

目 標 は 5 , 0 0 0 名 の 回 答

江戸川区環境部気候変動地域連携課
TEL ０３－５６６２－０６９４

住まいの空間をどうしていくか考えた。普段、白い照明が多いが、それは
身体のバランスにつながっていることがわかった。自宅ではリラックスしや
すい暖色の照明を使っている。

みなさんのご意見を紹介いたします！

太陽の位置を意識して生活することも大事だとわかり、自分なりに工夫
している。自宅の植木にも太陽の光を当てると良いと考え、反射板を作っ
て自分で当てている。

とても勉強になった。普段、あまり住まいのことを話す機会がなかったが
窓やカビについて話した。エアコンや窓の縁などのカビやほこりが子ども
のアレルギーや体調不良につながっているかもしれないので注意したい。

断熱が意外と簡単にできると思った。窓用の断熱シートなどを活用
することで、快適な病気になりにくい住まいができるのではないか。
みんなで一緒に考えると知恵が集まるので、とても良かった。

断熱の補助金についても掲載！
バックナンバーはこちら↓

環境省モデル事業

第５回勉強会（次回）
日時：令和7年2月25日（火）
会場：タワーホール船堀 研修室

オンライン（ZOOM）開催

断熱の補助金がもらえます。
（先進的窓リノベ事業・子育てグリーン住宅支援事業）

高断熱の窓・ドア設置
（先進的窓リノベ2024事業）

天井・床などの断熱リフォーム
（子育てグリーン住宅支援事業）

補助率１/２相当（上限200万円） すべての世帯 上限６０万円

※申請手続きはリフォーム会社が行います。

補助金利用を相談できる事業者の検索

２０２５も
実施決定！

https://jutaku-shoene2024.mlit.go.jp/search-for-manufacturer/

まずは
事業者へ
ご相談を！

https://jutaku-shoene2024.mlit.go.jp/search-for-manufacturer/

